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2011年度「世界アルツハイマーデー」に寄せて
　2011年9月　厚生労働大臣　細 川 律 夫

2011年度「世界アルツハイマーデー」にあたり、一言お祝いの言葉を述べさせていただきます。 
1994年に国際アルツハイマー病協会が、9月21日を「世界アルツハイマーデー」と定めてから本年で18年目を

迎えます。その間、アルツハイマー病をはじめとする認知症に対する理解の向上を図る活動や、認知症の方とそ
のご家族の方を支援する活動等が世界各国で行われてきました。 

我が国においても、国際アルツハイマー病協会加盟の「公益社団法人認知症の人と家族の会」が中心となって、
認知症の方のご家族の交流や相談、認知症介護に関する調査や研究などを進めてこられ、国内外での啓発活動を
展開されております。こうした関係者の皆様のご尽力に対し、深い敬意を表する次第です。 

厚生労働省においては、認知症の理解の促進や地域づくりの全国展開に向けて、2005年4月から、「認知症を知り、
地域をつくる10カ年」構想を提唱しており、地域の支援者である「認知症サポーター」については、昨年度末ま
でに250万人を超える方々に担っていただいております。今後は、医療と介護の連携強化や、地域における支援体
制の構築を図ることにより、認知症の方が、住み慣れた地域での生活を継続できるよう、支援の充実に引き続き
努めてまいりますので、関係者の皆様方のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
「世界アルツハイマーデー」においては、全国各地で様々な催しが行われると伺っております。こうした皆様方

の取組が、国民の皆様の認知症に対する関心を一層高めるとともに、正しい理解を深めていただく契機となるこ
とを心からご期待申し上げます。 

最後になりますが、「公益社団法人認知症の人と家族の会」の皆様のますますのご発展を祈念しまして、私のお
祝いの言葉とさせていただきます。 

厚生労働大臣は、このたび小宮山洋子氏に替わられました。
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Ｂ会員として会に参加してきました。90
歳の母が徐々に衰え、軽度認知症の状態で
す。昨年６月、二度の転倒があり、独居困
難と判断し、同居を始めました。今まで、
会報誌でも多くのテキストやマニュアルに
も書いてあったことですが、身内の介護の
難しさをつぶさに味わいつつあります。他
者には客観的～配慮的になれるのに、肉親
である母には62歳と90歳でも、それまで
の諸々の歴史、葛藤から自由になれないこ
とがたくさんあります。

介護という仕事には「他人の良さ」が意
味を持つことが多く、介護保険制度には本
当に感謝しています。

大分県・Ｔさん　62 歳　女

介護の仕事には
「他人の良さ」

「ぽ〜れぽ〜れ」6月号掲載のTさん。介
護５年目に入ったご主人（68歳）とご主人
の妹さん（61歳）を介護されている…、介
護経験のないわたしだったら「大パニック」
状態です。
「あぁ認知症家族」（髙見国生著）第五章　

ホンネで語る家族の心得　「理屈が分かっ
ても、介護は楽にならない」を読んでＴさ
んの心情を察するばかりです。　

この本に書かれている「認知症を恥じな
い、隠さない」「どこまで家で看るか」「在
宅介護がいちばんいいのか」「社会サービ
スを大いに使う」「泣くこと、話すこと、笑
うこと」「つながってこそ希望が見える」は
Ｔさんの支えになるのではないかと思う次
第です。
「少々お疲れかなあ…大丈夫、理性があ

るから」とのことですが、ガンバリ過ぎな
いようにしてください。そして「ぽ～れぽ
～れ」を通じて元気をもらってください。

遠く大阪の地からＴさんに心のエールを
送っているＷより。

年性認知症の人、そして、そのご家族の
方は今、どのように過ごしていらっしゃる
のかと心傷んでおります。さぞ怖かったで
しょうし、今も大変だろうと。自分の身に
置き換えたとき、どうするんだろうとちょっ
と恐ろしいと感じました。ただ祈るばかり
でした。

●今、主人は少しずつ嚥下がどうかなと
いうところを行ったり来たり。この1年が
正念場かなと思っています。今までの人生
の集大成ができるのか。最後まで寄り添っ
ていきたいと思っています。先週、中学時
の友人が４、５年振りに訪ねて来てくれま
した。その方が「あっ、笑ったよ」と。そ
の瞬間でも主人と通じたのであれば訪ねて
きてくださいとお願いしたことが救われま
した。

大阪府・Ｗ（7 月新入会員）

「胸中の悪魔」と闘う
広島Ｔさんにエール

会報「ぽ〜れぽ〜れ」6月号を読んで

●今回の大震災では主人と同じような若

福岡県・Y さん　64 歳　女

同じような立場の人は今？
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この度は義援金をありがとうございまし
た。遠慮なく使わせていただきます。皆様の
温かいお気持ちを受け、前向きに進んでいき
ます。
今回の震災では本当にいろいろな方にお世

話になり、人は決して一人ではない、という
ことを感じました。平凡な毎日を過ごしてい
たらこれほどの感じ方はなかっただろうと思
います。大変な体験でしたが、生き方、考え
方を考えさせられたとても貴重な体験だった
と思っています。住む場所が決まったら、ま
た、「家族の会」の一員としてお世話になり
たいと思っております。

宮城県・Ｋさん　女

申し訳ありません。また義援金までいただ
き心苦しく思っています。
3月11日の日、地震のことも津波のことも

いまだに思い出せません。主人に「いつ水が
入って、いつ引いて行ったのか？」と聞き、「そ
れも知らないのか」と言われました。主人の
話によると、ベッドの上に立って、首まで水
につかり、水の中をくぐってと思っていると
き、水が引いたと話していました。家は土台
ばかり残りましたが誰が悪いわけでもない、
前を見て日々送って生きていきます。
仮設住宅にも一人暮らしや高齢者もたくさ

ん住んでいます。私は朝夕散歩しながら、声
掛けして、元気をもらっています。義援金は
大事に使わせていただきます。ありがとうご
ざいました。

「同じ食事をして寝泊まりして…」
5月と7月、被災地の避難所や在宅の方への看護活動に参加しました。短期間の経験ではあり

ましたが、そこで感じたことなどをお伝えしたいと思います。
避難所は地域社会の縮図です。私の参加した避難所では毎日朝と夕方、地区の町内会長、避難
所の代表、市役所の職員、市会議員、看護師、保健師等が話し合いをしていました。議題は、住
民の健康問題、救援物資の分配方法、避難所の掃除当番について等々。それぞれの立場から率直
な意見を交換し合い、解決策や要望は関係機関に伝えられ、すぐに具体的な形で避難所のみなさ
んの暮らしに返ってきました。当事者も行政担当者も専門職も同じものを食べ、同じ体育館で寝
泊まりして声を掛け合う関係が適切で即時の対応につながるのだと思います。ここでは認知症が
ある方も穏やかに過ごしておられましたが、こんな周囲の見守りがあるから
かもしれません。段ボールの間仕切りとマット敷き、いまだに余震で揺れる
避難所は「安心して暮らせる状況」ではありません。そして、これからも地
域は復興に向かって様々な課題を解決していかなくてはなりません。
しかし避難所での連携のあり方は「安心して暮らせる社会の実現のために
大切なこと」を教えてくれました。

看護師・会報編集委員　鷲巣典代

気仙沼で思ったこと ❶

人は決して一人ではない

岩手県　大船渡市仮設住宅・Ｔさん　女

誰が悪いわけでもない

東日本大震災
義援金  感謝の声が届いています

つながる「家族の会」
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1999年から使われていたアリセプト（塩酸
ドネペジル）に加えて、2011年になって、メ
マリー錠（メマンチン塩酸塩）、レミニール（ガ
ランタミン臭化水素酸塩）、リバスタッチおよ
びイクセロン（リバスチグミン）の３種類の

治療薬が保険診療で使用可能となりました。
これら４種類の薬はすでに世界70以上の国

と地域で承認されていますので、日本もやっ
と世界と同じレベルに達したといえましょう。

次回は、それぞれの薬剤について、主な特徴を説明します。

今年、アルツハイマー型認知症の新しい治療薬が相次いで承認され、選択肢が広がりました。
これら治療薬の特徴や注意点について、杉山孝博副代表（川崎幸クリニック院長）に、2回
にわたって紹介してもらいます。

新薬誕生で広がる選択肢！新薬誕生で広がる選択肢！
メマリー レミニール リバスタッチ

イクセロンアリセプト

杉山Dr.に聞く ❶ 効用は？どんな薬？

〈東日本大震災義援金専用口座〉

ゆうちょ銀行からの振込●郵便振替口座番号：00980-4-146638　　口座名義：家族の会東日本大震災義援金	
※振込手数料は各自ご負担ください。
※義援金や寄付金を会費（郵便振替口座番号:01050-3-47146）と一緒にお振込みいただく場合は、備考欄に「義援金」か「寄付金」かを明記してください。

東日本大震災義援金協力者一覧
（敬称略、所属支部別、入金日順） 義援金を寄せていただいた方々をご紹介します。

●義援金専用口座利用者（現金入金者も含む　7／ 24～ 8／ 23）
【岩手県】川村ひとみ　【千葉県】浅輪なおみ　【神奈川県】船橋佳代　【静岡県】ほっと会藤枝分会代表西山美紀子　【愛知県】田中裕子　【滋賀県】翁朋子　【京都府】小森美紗
／倉田嘉子　【奈良県】奈良県支部７月集会参加者／松本律子　【島根県】今岡日出紀

●会費入金口座利用者（7／ 24～ 8／ 23）会費と一緒にお振り込みいただいた方
【群馬県】田名部久子　【東京都】田中博子　� ※会員以外は住所地都道府県に掲載

①�治療薬というものの、アルツハイマー病の
原因であるベータ・アミロイドの沈着を予
防したり除去するものではなく、認知症の
症状をある程度改善する効果しかないこと　

②�新薬の場合、薬価収載許可の翌月から１年を
経過するまでは処方は１回14日を限度とさ
れているため、受診回数が多くなること

③�アリセプト、レミニール、リバスタッチ・
イクセロンは、同系統の薬剤なので併用で
きないこと。したがって、アリセプトの服
用をしていた人が他の薬剤に変更する場合
は、アリセプトを中止して、その薬剤の開
始量から始めて維持量まで持っていくこと
になるため、薬剤の効果が切れてしまう期

間が生じること
④�有効量に達するまでに、アリセプトは１週

間、メマリーは３週間、レミニールは４週
間、リバスタッチ・イクセロンは12週間
かかること　

⑤�副作用としては、アリセプト、レミニール、
リバスタッチ・イクセロンでは吐き気や嘔
吐、食欲不振、下痢、腹痛など消化器症状
が主で、メマリーでは消化器症状はなくて、
めまい、便秘、体重減少、頭痛などがある
こと。リバスタッチ・イクセロンでは貼付
部位のかぶれもあること　

⑥�メマリーはアリセプトなどと併用すること
でより効果をあげるといわれていること

服用する前に（注意点）

「ぽ〜れぽ〜れ」通巻374号●2011年9月25日発行（第３種郵便物認可）
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今回は、認知症のお年寄りの物語の中で、
最も印象に残っている話を紹介しようと思
う。

平田さんは、若い頃戦争で夫を奪われ、
３人の子どもを女手一つで育て上げてきた。
戦後間もない頃の女性の職業は数少なかっ
た。農家の三女として生まれた平田さんは、
次々と生まれる弟や妹の子守をせざるを得
なかったという。義務教育化されていたと
はいえ、当時の日本の農家の状況は、子ど
もであっても貴重な生産人口であった。だ
から、多くの子どもたち、特に女の子は小
学校に通えたのも２～３年間だけという場
合も珍しくはなかった。そんな平田さんが
見つけた仕事が、行商であった。加工した
魚や野菜をかごに入れて背負い、一軒一軒
まわって売り歩く仕事である。当時は背負
子と呼ばれていた。テレビドラマで一斉を
風靡した「おしん」さながらであっただろう。

平田さんは重度の認知症になり、施設に
入所した。言葉のほとんどが消えている。
だが、「かあさん（奥さん）、買わないか？」「お
まけするから」「かんかい（魚の乾物）」と
いう３つのフレーズだけは残っている。そ
んな彼女は、施設の中でもこれまで通り行
商をしている。もちろん「かんかい」は着
ている洋服であるし、「かあさん」は入所し
ている重度の認知症のお年寄りたちである。
毎日毎日、失った過去を取り戻すかのよう
に行商してまわる平田さんに、ある転機が
訪れた。大倉さんという女性を見つけたの

である。大倉さんは、これまた寒村の旅館
の女将さんであった。この大倉さんを平田
さんは自分の娘のように思っている。大倉
さんが、その騒がしさのために他の入所者
から攻撃されそうになる。そのとき、すっ
と近づいてきて大倉さんを攻撃の手から救
うのが平田さんである。ある日、平田さん
は大倉さんに前掛けを締めてあげていた。
平田さんが行商で使っていた前掛けであろ
う。締めてあげている平田さんの顔も、締
められるままに身を任せている大倉さんの
顔もほころんでいた。大倉さんは、しばら
くして別の施設に移されることになった。
よくわからないまま、大倉さんは家族に手
を引かれて去っていった。そのとき、大倉
さんの手をなかなか離そうとせず、追いか
けるように施設の出口に向かう平田さんが
いた。大倉さんが去った後の平田さんは行
商もせず、食事も摂らなくなった。こころ
にポッカリと穴が空いたという表現がこれ
ほどピッタリする状況を私は知らない。

認知症によって平田さんは多くのことを
喪失した。しかし、大倉さんを得ることに
よって彼女は再生した。その再生もつかの
間、平田さんは再度、喪失する。考えてみ
れば、喪失と再生は、人間の一生の物語で
ある。その物語に誰もが胸を潰されるよう
な悲しみを覚える。喪失と再生が輪廻のご
とく繰り返される、人間という生き物の性

さが

なのだろうか。

喪失と再生の物語
老いをめぐる私の想い

阿保　順子
長野県看護大学学長

10 月の全国研究集会（長野県）の基調講演の演者

「ぽ〜れぽ〜れ」通巻374号●2011年9月25日発行（第３種郵便物認可）
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この頃、毎日同じ生活の繰り返しです。何か、
刺激がほしいと思っても、その機会がありません。
デイサービスには週５回、休まずに行きます。楽
しくはないのですが、せっかく女房が見つけてき
てくれたので気持ちを大事にしようと思って行き
ます。デイでは嫌なことはしません。ただ黙って
見ている時もあります。スタッフや利用者と本音
で話したいと思っても、なかなかそれはできない
ですね。デイへの注文としては、まだできる能力
のある人には、何かさせてほしいです。何もしな
いのは寂しいですよ。楽しくなるようなこと、役
立つようなことをしたいですね。
薬がこの頃増えました。新しい薬（メマリー）

をのんでいるのですが、効くのでしょうか？　こ
の病気は治らないことは分かっていますから、薬
をのんでもどんどんゆっくりと進んでいるのだろ
うなと思います。
お酒は昔から飲んでいます。強すぎて酔いま
せん。でも一人で飲むのはつまらないですよ。病

気になった時のことを、
今になって考えると「木
村克夫は終わったな」
と思いました。そして
「しょうがないな」と。

在職中には木村
克夫の中に二人の
男がいました。一
人は「仕事をもっ
とやれ」、もう一
人は「このままで
いいのか」という
自己嫌悪の気持ち。何度も仕事を辞めようと思い
ましたが、結局は定年まで勤めました。楽しさと
ストレスがありました。
妻や子どもが今は一番大切です。生活の中心は
女房の気持ちを第一に考えています。他の方たち
へのアドバイスとしては、「友達をつくりなさい」
と言いたいです。自分と同じレベルの人や自分と
同じ目標をもった人たちと仲間になりなさいと。

（聞き書き　｢翼｣世話人　若生栄子）
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この頃、私が思うこと　「友達をつくろう」

交流の場交流の場
宮城◉10月6日・20日㈭ 午前10:30
～午後3:00／若年期認知症のつどい
→仙台市泉社会福祉センター
富山◉10月1日㈯ 午後1:00〜3:30／
てるてるぼうずの会→サンフォルテ
2階介護実習室
滋賀◉10月12日㈬ 午前10:00〜午後
2:00／ピアカウンセリング→滋賀県

成人病センター職員会館2階
鳥取◉10月23日㈰ 午前11:00〜午後
3:00／若年のつどい「にっこりの会」
→地域交流センター笑い庵「笑い庵
カフェ＆マルシェ」（米子市）
広島◉10月8日㈯ 午前11:00〜午後
3:00／若年期認知症・陽溜まりの会
広島→中区地域福祉センター（広島
市）
10月22日㈯ 午前11:00〜午後3:30／
若年期認知症・陽溜まりの会西部→

あいプラザ（廿日市市）
宮崎◉10月10日（月・祝） 午前11:00
〜午後2:00／本人交流会「今日も語
ろう会」→宮崎県支部事務所

� 詳細は各支部まで

愛都の会・定例会◉10月9日㈰ 午
後1:00〜4:00／連絡先：06-6972-
6491

今月の本人

昨年、宮城県で開催された全国研究集会で「企業戦
士で戦ってきたが……『いま、ワンモアがほしい！』」
と発病からの思いを語った木村さんが現在の心境を語
りました。

木村克夫さん（68歳）
（宮城県支部若年認知症のつどい「翼」会員）

一日のスケジュール
◦�７時半～８時半：起床（女房がデイに行く１時間前に
起こしてくれる）

◦８時半～９時半：デイサービスへ
◦�夕方：デイサービスから帰る→犬の散歩（近くの森林
公園へ、４匹いるうちのプードルが担当）→シャワー
か入浴

◦�夜：夕食（いいちこのお湯割り自分のペースでゆっく
り飲みながら夕食）→就寝（自分で布団を敷いて寝る）
　　　昨年の全研で。

木村さん（右）と若生さん

木村夫妻と娘さん（右）
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会員のみなさんお元気ですか。
「家族の会」の今年度の活動目標に、二つの「提
案する」を掲げました。ひとつは、「認知症ケアの
中味を提案する」。もうひとつは、「家族支援のあり
方について提案する」です（6月の総会で決定され
た「11年度活動のすすめ方」）。
なぜかというと、認知症ケアも家族支援も、日常
的によく使われている言葉なのに、いざ、「その中
味は？」というと模糊としたところがあるからです。
と言うか、使う人によって中味がまちまち。思い思
いに使っているという感じです。
例えば「認知症ケア」。今回の介護保険法改正を

めぐって、厚生労働省も介護保険部会の委員もみん
なが認知症ケアの充実が必要と言いました。しかし
今回の法改正の内容で、認知症への取組みがそれほ
ど充実するようには思えません。何をもって「認知
症ケアの充実」と考えているのだろう？
一方の「家族支援」。こちらも近年、盛んに言わ

れるようになりました。「本人支援」に相対する言葉
としての「家族支援」です。しかし私たちは、本人
に対する支援はすなわち家族への支援と考えてきま
した。そもそも「家族の会」の成り立ちは、家族の
苦労の軽減を求めてのものです。そういう意味では、
「家族の会」は家族支援を求める元祖です。その団

体が、「ぼけても心は生きて
いる」ことに気づき、本人
を主人公にした支援が必要
なことを主張するようになり
ました。では、本人支援でない家族支援とはどんな
内容なのか―このことをもっと突き詰めて考えよう
というのが、「活動のすすめ方」の趣旨です。
４月に厚生労働大臣に申し入れた安心要望書（認
知症の人も家族も安心して暮らせるための要望書）
では、家族支援と本人支援は車の両輪であるとして、
介護のために社会的不利益を被らないように求めま
した。しかし、具体的にはどんなことが必要かとい
う内容はまだ不十分であると考えています。
京都でのアルツハイマーデー記念講演会のシン

ポジウムは、「いま、家族が求める“家族支援”とは」
がテーマです（このぽ～れぽ～れが届くときには終
わっているのですが）。
介護家族でない立場の人が言う家族支援と、家

族が求める家族支援とは似て非なるものではないの
か？　そんなことも思いながらの思案が続いていま
す。
認知症ケアとは？　家族支援とはどんなこと？　

みなさんはどう思われますか。
それでは、また来月まで、がんばってください。

◦会員数（個人・団体） 09,830名・団体（8月15日現在）
◦ホームページ総訪問者数のべ  29,175件（7月1日〜30日）
◦本誌発行部数22,500部

225 ）））
「阿修羅に逢う旅」…かつての職場
の同僚たちと一泊二日で夏の奈良を
訪ねました。（写真は8月20日春日大
社で。阿修羅像は撮影禁止でした）
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事前に支部へお問い合わせの上ご参加ください。なお、つどいの情報は 14 ページにも掲載されています。事前に支部へお問い合わせの上ご参加ください。なお、つどいの情報は 14 ページにも掲載されています。
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岡 山	 ▶10月8日㈯・28日㈮ 午前10:30
〜午後0:30／倉敷地域のつどい→くらしき健
康福祉プラザ
▶10月14日㈮ 午後1:00〜3:30／岡山地域の
つどい→岡山市保健福祉会館4階
▶10月20日㈭ 午後1:00〜3:00／井笠地
域のつどい→笠岡市認知症介護研修センター

広 島	 ▶10 月15日㈯ 午後1:30 〜 3:00
／出前定例講演会→廿日市市あいプラザ

香 川	 ▶10月5日㈬ 午前10:00〜正午／
介護者のつどい→旧女性就労支援センター
▶10月15日㈯ 午前10:00〜正午／男性介護
者のつどい→旧女性就労支援センター

愛 媛	 ▶10月12日㈬ 午後1:00〜3:00／
東予地区のつどい→西条市総合福祉センター
▶10月12日・26日㈬ 午前11:00〜午後1:00
／南予地区のつどい→城辺保健福祉センター
▶10月19日㈬ 午前11:00〜午後1:00／南
予地区のつどい→宇和島市御殿町むつみ荘

宮 崎	 ▶10月15日㈯ 午前11:00〜午後
2:00 ／つどい→宮崎県支部会議室

16

阪神淡路大震災の年、アルツハイマー
病と告知され十数年、笑顔はなくなりま
した。笑いかけても今は記憶に残るほど、
笑みを返してくれることはありません。
写真は、抱え込んでいる人たちに仲間

がいることを知らせようとサンＴＶに出
たときのひとコマです。暑いさなか水筒
を肩からかけ歩きました。公園で一休み
して、冷たいお茶を飲み、“きよ美”と
呼びかけた時、なぜか“満面の笑み”を
返してくれました。嬉しかったです。こ
れが最後になり、今はくしゃくしゃ顔に
はなりますが、私は笑っていると思って
います。
会報から、本人と家族の笑顔ある暮ら

しにつながるよう情報提供や体験談など
をお送りします。
� （編集委員　酒井邦夫）

北海道	 ▶9月27日㈫ 午後1:00〜4:00／つ
どい→四季の館研修室（むかわ町）
▶10月3日㈪ 午後1:15〜3:30／つどい→
かでる2.7　910会議室（札幌市）
▶10月6日㈭ 午前10:00〜正午／つどい→
総合福祉センター（函館市）

青 森	 ▶10月1日㈯ 午後1:30〜3:30／
八戸のつどい→はっち5階
▶10月23日㈰ 午後1:00〜3:00／五所川
原のつどい→市民学習情報センター

岩 手	 ▶10 月15日㈯ 午後1:00 〜 3:00
／岩手町のつどい→ゆはず交流館
▶10月15日㈯ 午後1:30〜3:30／北上の
つどい→日高見中央クリニック
▶10月22日㈯ 午後1:30〜3:30／盛岡の
つどい→アイーナ

秋 田	 ▶10月16日㈰ 午後1:30〜3:30／
つどい→秋田県民会館研修室（旧ジョイナス）

山 形	 ▶10月8日㈯ 午前10:00〜正午／
庄内のつどい→酒田・総合文化センター
▶10月22日㈯ 午後2:00〜4:00／山形の
つどい→山形市市民活動支援センター

福 島	 ▶10月10日（月・祝） 午後1:30〜3:30
／相双地区会相談会→原町区福祉会館
▶10月11日㈫ 午後1:30〜3:30／会津地区
会定例介護相談会→天神ふれあいセンター
▶10月16日㈰ 午後1:30〜3:30／県南地
区会相談会・交流会→白河中央福祉センター

栃 木	 ▶10月26日㈬ 午後1:30〜4:00／
相談会・つどい→とちぎ健康の森2階会議室

埼 玉	 ▶10 月15日㈯ 午後1:30 〜 3:30
／春日部のつどい→春日部市中央公民館

東 京	 ▶10月1日㈯ 午後1:00〜3:00／
つどい→府中グリーンプラザ6階第一会議室

→「何でも話しましょう会〜食欲の秋におい
しく食べるには〜」

新 潟	 ▶10月8日㈯ 午後1:30〜4:00／
つどい→高齢者総合福祉相談センター福住4
階研修センター

石 川	 ▶9月25日㈰ 午後1:30〜4:00／
つどい→金沢市近江町交流プラザ4階集会室

福 井	 ▶10月8日㈯ 午後1:30〜3:30／
福井市つどい→ふくい県民活動センター

愛 知	 ▶10月2日㈰ 午後1:30〜4:00／
名古屋介護者相談交流会→ウインクあいち
▶10月8日㈯ 午後1:30〜4:00／知多介護
者相談交流会→東海市しあわせ村

滋 賀	 ▶10 月18日㈫ 午後1:30 〜 3:30
／さつき会→滋賀市民センター
▶10月25日㈫ 午前10:00〜11:30／あや
め会→晴嵐支所1階会議室

京 都	 ▶10月1日㈯ 午後1:00〜3:30／
男性介護者交流会→京都社会福祉会館
▶10月16日㈰ 午後1:30〜4:00／つどい
→京都社会福祉会館

兵 庫	 ▶10月8日㈯ 午後1:30〜3:30／
つどい→神戸勤労会館多目的ホール他

奈 良	 ▶10月5日㈬ 午後1:00〜3:30／
北和のつどい→学園前西部公民館
▶10月12日㈬ 午後1:30〜3:30／南和の
つどい→大淀町役場

鳥 取	 ▶10月11日㈫ 午前10:00〜正午／
西部のつどい→ふれあいの里（米子市）
▶10月14日㈮ 午前10:00〜正午／東部のつ
どい→さざんか会館（鳥取市）
▶10月20日㈭ 午前10:00〜正午／中部のつ
どい→倉吉交流プラザ（倉吉市）

〈福　祉〉	 がってんとなり組でい（千葉）▲有限会
社より愛（奈良）▲和歌山県認知症支援
協会（和歌山）▲広島県三原市東部地域
包括支援センター（広島）▲松山市地域

包括支援センター東拓南地区（愛媛）▲
ケアサポートメロン（熊本）

〈個　人〉	岡野和子（広島）
〈その他〉	岡山道路工業株式会社（岡山）

2011年度賛助会員の方々⑥ （11.7.1～7.20）

杉山孝博副代表が６時間にわたって講義します。
◦研修講座　「認知症の理解と援助」
秋田：9月25日㈰ 滋賀：12月11日㈰
◦医学講座　「高齢者介護・看護のための医学基礎知識」
島根：12月4日㈰
◦ターミナルケア講座　「介護・看護専門職のためのターミナルケア」
山形：10月10日（月・祝）　　　長崎：10月16日㈰ 岩手：11月13日㈰
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